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学校だより 令和元年１０月３日

上野原市立秋山小学校 第７号

本気で取り組んだ
秋の大運動会!

曇の多い空模様ではありましたが、涼しく、
運動するにはちょうどよい絶好のコンディショ
ンのもとでの運動会となりました。
「Happy団結 みんなのきずなで優勝つかみ
とれ！」のテーマのもと、６年生を中心に演技
や競技、係活動等あらゆる場面でお互いに協力
しながら力一杯がんばりました。また、保護者
や中学生にも準備や放送など助けていただき、
みんなで協力し創り上げた運動会でした。
開会式の中で、①「全てのことを全力でがん

ばる」こと、②「自分で考えて、進んで動く」
こと、③「仲間と心を一つにする」ことの３つ
を話しました。人は「全力でがんばる」ことで
成長します。たとえ良い結果が伴わなくても得
るものは大きいです。また、「自分で考え、進
んで動く」習慣が身に付けば、自主性が育ち責
任ある行動がとれるようになります。そして、
「仲間と心を一つにする」ことは、学校以外で
体験することは、なかなか難しいことです。学
校での様々な活動を通して、そこに仲間がいる
ことの心強さと幸せを感じながら生活してほし
いと思っています。
子どもたちは、このことをしっかり頭に入れ

て、本気で頑張っていたと思います。本気で頑
張ってきたからこそ、負けた時には悔しくて涙
がこぼれるし、勝った時や演技を成功させた時
には、仲間と肩を抱き合い、互いの頑張りや健
闘を心から讃え合うことが出来るのだと思いま
す。そして、そんな子どもたちに、温かい声援
や拍手を送ってくださった保護者や地域の方
々、会場にいた全ての人の心が繋がり、感動の
輪が広がったように思います。
いつも秋山小学校を応援してくださっている

保護者や地域の方々に心より感謝申し上げま
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す。本当にありがとうございました。役員の皆
さんもお疲れ様でした。

秋の交通安全運動
～安全への意識を高めましょう～

本校でも、9/24から秋の交通安全運動の一
環として、職員だけでなく、PTAの
学年理事さんにもお願いして、朝の登
校指導を行っていました。
全国的に見ると、今年も各地で交通

事故が多発しています。これからます
ます日も短くなり、危険性も高まりま
す。子どもたちの安全への意識が高ま
るよう、学校と家庭が連携・継続した
指導を進めていければと思います。
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社会科見学 5年 ９／11

日産車体湘南工場・江ノ島を巡り、教室での
学びから飛びだし、自分の目で社会の仕組みの
一端に触れる機会を持ちました。
子どもたちは、自動

車づくりの現場を見学
し、工場の大きさを実
感。溶接や組み立ての
様子を実際に見ること
ができました。江ノ島
では、みんなでお昼を
食べた後、島内を散策したりお土産を買ったり
して、仲間とのひとときを有意義に過ごすこと
ができました。

秋山音頭の指導 ９／25

毎年運動会を前に白木章雄先生に秋山音頭の
指導をお願いしています。２校時、全校で踊り
の練習をしました。秋山ふるさと祭りでも地域
の方々全員が踊れる秋山音頭です。１年生も上
級生の姿を見て、すぐにマスターしたようです。
運動会当日も、白木先生には元気に踊りの輪

に加わっていただき、子どもたちと一緒に踊っ
ていただきました。ご指導ありがとうございま
した。

薬物乱用防止教室 ９／９

今年は、学校薬剤師の曽根有理先生が「薬物
乱用」についての授業を行いました。
覚醒剤や大麻などの違法薬物を使用すること

以外にも、普段使っている医薬品を本来の目的
から逸脱した目的や方法で使用することも、薬
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物乱用にあたることも知りました。
薬物を乱用することが、いかに心や体に悪い

影響を及ぼすのか。「1
回くらいなら･･」と
いう軽い気持ちが取
り返しのつかないこ
とに繋がってしまう。
薬物依存、薬物乱用
の恐ろしさについて
学ぶことができました。
講師の先生のお話によると、都市部では薬物

使用の危険性が子どもたちの身近なところまで
迫っているそうです。改めて、身近な問題とし
て捉え、子どもたちを守るという視点で考えな
ければならないと感じました。

教育実習頑張ってます！

9/24～10/18の期間、都留文科大学3年生
の関戸幸子さんが教育実習生として本校に来て

います。3年生を中心に勉強を教えたり一緒に
遊んだりして、学校現場での実習に取り組んで
います。実習期間中には、運動会や校外学習な
ど大きな行事もあり、教室以外での活動につい
ても大いに学ぶことができています。
残り半分、頑張ってください。

タイロン先生が感動していました！

運動会後の片付けの様子を見て、保護者の皆
さんが協力して、短時間に全て片付けてしまっ
たことに、「驚いた！素晴らしい！（ameizing！)」
と、とても感動していました。いつものことな
がら、学校としては、本当に感謝、感謝の一言
です。ありがとうございました。


